
兵庫県立大学 草薙 真一副学長に聞く
エネルギー法・公益事業論
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播磨臨海地域を核に推進

斎藤元彦 兵庫県知事

兵
庫
県
は
、
近
く
や
っ
て
く
る
水
素
社

会
の
先
導
地
域
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
核
と
な
る
の
が
、
播
磨
臨
海
地
域

で
の
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）

拠
点
の
形
成
で
す
。
な
ぜ
播
磨
臨
海
地
域

か
。
第
１
に
発
電
・
鉄
鋼
・
化
学
な
ど
、

将
来
大
量
の
水
素
需
要
が
見
込
ま
れ
る
産

業
が
集
積
。
第
２
に
関
西
と
瀬
戸
内
の
結

節
点
に
あ
り
、
海
路
・
鉄
路
・
道
路
で
こ

れ
ら
の
地
域
へ
水
素
を
輸
送
で
き
る
地
理

的
な
強
み
。
第
３
に
海
外
か
ら
液
化
水
素

を
運
ん
で
く
る
大
型
船
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
姫
路
港

こ
の
た
め

企
業
や
市
町
と
と

も
に
、
播
磨
臨
海
地
域
で
の
拠
点
形
成
に

向
け
た
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
に
は
水
素
関
連
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
企
業
が
集
積
し
て
い
ま
す
が
、

一
層
の
立
地
に
向
け
て
設
備
投
資
な
ど
の

支
援
も
強
化
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ム
ー
バ
ー
（
先
行
者
）
と

し
て
行
動
を
起
こ
し
、
脱
炭
素
化
と
経
済

成
長
の
好
循
環
を
生
み
出
し
ま
す
。

水素活用の取り組み加速

久元喜造 神戸市長

本
市
で
は
「
水
素
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
神

戸
構
想
」
を
掲
げ
、
脱
炭
素
社
会
を
見
据

え
た
水
素
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
水
素
の
利
活
用
技
術
の
開
発
を

目
的
に
「
液
化
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

構
築
事
業

と

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
シ

ス
テ
ム
開
発
事
業
」
を
実
施
。
液
化
水
素

の
大
規
模
な
国
際
海
上
輸
送
の
ほ
か
、
市

街
地
で
水
素
１
０
０
％
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
に
よ
る
熱
・
電
気
の
供
給
な
ど
世
界

初
の
事
業
が
神
戸
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
市
内
２
カ
所
目
の

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
業
な
ど
、
水
素
の

利
用
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

神
戸
港
お
よ
び
神
戸
空
港
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
水
素
関
連
産
業
へ
の
参
入

を
目
指
す
中
小
企
業
に
対
し
、
研
究
開
発

の
た
め
の
補
助
金
や
専
門
人
材
に
よ
る
伴

走
支
援
な
ど
を
実
施
し
、
関
連
産
業
の
拡

大
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
期

待
し
て
い
ま
す
。

水素社会 の実現目指す

信谷和重 近畿経済産業局長

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

水
素
。
発
電
や
燃
料
電
池
、
さ
ら
に
は
鉄

鋼
や
化
学
分
野
な
ど
の
脱
炭
素
化
で
の
活

用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
わ
が
国
の
水
素
技

術
は
世
界
を
け
ん
引
し
て
お
り
、
新
た
な

産
業
創
出
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
安

定
か
つ
安
価
な
供
給
や
、
地
域
で
の
需
要

拡
大
な
ど
の
課
題
も
存
在
し
ま
す
。

関
西
で
は
、
兵
庫
、
大
阪
の
臨
海
部
を

中
心
に
、
水
素
関
連
産
業
を
け
ん
引
す
る

企
業
が
多
数
あ
り
、
世
界
に
先
駆
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

高
い
技
術
力
を
有
す
る
中
堅
・
中
小
企
業

も
集
積
し
、
関
連
産
業
の
裾
野
拡
大
が
期

待
で
き
る
地
域
で
す

近
畿
経
済
産
業
局
は
、
企
業
・
自
治
体

な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
中
堅
・
中

小
企
業
の
水
素
分
野
へ
の
参
入
を
は
じ

め
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
水
素
利
活
用
を

促
進
し
、
課
題
解
決
や
市
場
拡
大
に
努
め
、

「
水
素
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

産官学連携し努力継続

脱炭素が付加価値生む

2050年に「カーボンニュートラル（脱炭素、温室効果ガス排出の実質ゼロ）」が達成されると、

どんな社会になるのだろう。燃料が水素を核とする次世代エネルギーに転換され、乗り物や機械が

二酸化炭素（Ｃ ）排出ゼロで動き、私たちが食べたり手にしたりするのも脱炭素製品。産業革命

以来の大変革によって、まちづくりのあり方やライフスタイルなど人々の社会生活が大きく変わる

かもしれない。地球で暮らし続けられる未来を目指し、産官学が連携してさまざまな可能性や新た

な価値を追求している。

川崎重工播磨工場では、水素液化システムを開発。１日約５㌧

の水素をマイナス253度で液化できる。世界初の液化水素運搬

船「すいそ ふろんてぃあ」‖写真‖の実証実験も成功させた

兵
庫
県
は
水
素
基
地
の
適
地

｜
水
素
を
取
り
巻
く
日
本
の
現
状

は
。水

の
電
気
分
解
で
作
る
こ
と
が
で

き
、
燃
焼
時
に
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な

い
水
素
は
理
想
的
な
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
期
待
さ
れ
る
。
国
内
で
は
、
水
素

を
燃
料
と
し
た
電
池
で
動
く
自
動
車
が

２
０
１
４
年
に
本
格
的
に
商
用
化
さ
れ

た
。
水
素
を
作
り
出
し
て
供
給
す
る
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
を
よ
り
機
能
さ
せ
る
た
め

の
法
律
を
整
備
す
る
取
り
組
み
も
国
主

導
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
水
素
社
会
の

実
現
に
向
け
て
は
欧
米
勢
の
優
位
性
が

目
立
つ
。

日
本
に
は
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

世
界
最
先
端
の
技
術
も
あ
る
。
水
素
と

Ｃ

を
反
応
さ
せ
て
都
市
ガ
ス
の
主
成

分
・
メ
タ
ン
を
合
成
す
る
と
い
う
も
の

で
、
わ
が
国
で
１
０
０
年
か
け
て
築
か

れ
て
き
た
都
市
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

水
素
社
会
に
生
か
す
取
り
組
み
だ
。
ま

た
チ
ー
ズ
や
日
本
酒
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

製
品
が
脱
炭
素
で
製
造
さ
れ
る
と
い
う

価
値
の
追
求
も
進
む
。

｜
県
内
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

兵
庫
県
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
液
化

天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
タ
ン
ク
や
サ

テ
ラ
イ
ト
基
地
が
あ
る
。
燃
料
の
転
換

と
と
も
に
そ
れ
ら
の
新
設
も
期
待
さ
れ

る
。
併
せ
て
液
体
水
素
基
地
の
適
地
が

求
め
ら
れ
る
。
中
で
も
有
力
な
の
が
姫

路
市
で
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸
入
基
地
が
あ
り

東
西
へ
網
の
目
に
の
び
る
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
も
充
実
し
て
い
る
。
い
ち
早
く
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
シ
テ
ィ
ー
を
標
ぼ

う
し
て
電
力
会
社
な
ど
と
の
連
携
も
進

め
て
お
り
、
脱
炭
素
で
姫
路
城
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
す
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
だ

ろ
う
。
ま
た
播
磨
臨
海
地
域
に
は
水
素

を
燃
料
と
し
た
製
造
業
に
興
味
を
持
つ

中
小
企
業
も
多
く
、
最
近
で
は
同
市
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
県
立
大
工
学
研
究

科
の
教
員
と
勉
強
会
を
熱
心
に
開
く
姿

も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
神
戸
の
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
水
素
を
燃
料
と
し
た

発
電
や
熱
供
給
の
実
績
が
あ
り
、
水
素

を
使
い
た
い
と
い
う
周
辺
の
ニ
ー
ズ
は

大
き
い
は
ず
だ
。

｜
水
素
社
会
へ
の
展
望
と
果
た
す
べ

き
役
割
を
。

メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
日
本
が

世
界
を
先
導
す
る
技
術
は
、
求
め
ら
れ

る
精
度
が
高
く
、
普
及
に
時
間
と
コ
ス

ト
が
か
か
る
恐
れ
も
否
め
な
い
。
２
０

５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達

成
を
目
指
す
な
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
が
不
可
欠
で
、
太
陽
光
や

風
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

も
さ
ら
に
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
神
戸
市

が
東
灘
下
水
処
理
場
か
ら
合
成
し
た
ガ

ス
を
燃
料
と
し
て
市
バ
ス
を
走
ら
せ
た

よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
成
メ
タ
ン
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
も
好
ま
し
い
。
牧
場

等
か
ら
の
バ
イ
オ
ガ
ス
も
用
い
な
が
ら

穏
や
か
な
が
ら
も
熱
心
に
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
の
が
欧
州
流
だ

が
、
生
活
者
が
つ
ら
い
思
い
を
す
る
こ

と
な
く
脱
炭
素
社
会
に
移
行
で
き
る
よ

う
、
日
本
も
産
官
学
が
で
き
る
限
り
の

努
力
と
連
携
を
す
べ
き
だ
。
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年（令和５年） 月 日   水曜日年（令和５年） 月 日   水曜日


